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このたびは、YKKAP商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。
施工の前に ・ ・ ・

商品を正しく施工していただくために、、説明書の内容をご確認ください。
商品の施工については、必ず本説明害に従ってください。

戸］●取り付けは所定のねじを使用して最後まで
締め付けてください。
締め付け不良は事故の原因になります。
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品名 1 オベレーター本体 I ハンドル

悶
オペレーター交換手順襲璽璽ー一

■オペレーターハンドルの取り外し方
①オペレーター本体からカバー2個を取り外してください。

（図1)
②ガラスルーバーが閉じた状態で、連結軸のねじを取り外し、

オペレータ一本体の取り付けねじ2本を緩めます。（図1)
③ねじを取り外したら、オペーター本体をサッシから外して

ください※。
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※ガラスルーバーが開いた状態で、オペレーター本体を

外すと、ルーバーが閉じ、指などをはさむおそれがあり
ますので、閉じた状態で本体を外してください。

■オペレーターハンドルの取り付け方
①オペレーター本体の軸にハンドルを取り付け、止めねじ

を締め込んでください。（図2)
②オペレーターをサッシに取り付けるときに、 ハンドルを回し

て連結軸を上向きにした状態（図3)で、サッシの切り欠き
穴に挿入します。

③オペレーターの連結軸とサッシの連結棒を下記の手順で
連結し、本体を取り付けてください（図1)。

(1)連結棒の穴と連結軸のねじ部（図3)をはめ合わせて
ください。位置が合わない場合は、ハンドルを回して
位置合わせをしてください。

(2)連結軸のねじ部に取り付けねじ(M4X 8)を締め込ん
でください。

(3)オペレータ一本体裏の2箇所の凸部（図3)をサッシの
穴にはめ込みます。位置が合わない場合は、ハンドル
を回して位置合わせをし、取り付けねじ2本(M5 X 12)
を締め込んでください。

④カバー2個をオペレーター本体に取り付けてください。（図1)
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